
学校だより１月号 令和６年１月31日        校訓 「向学」「友愛」「自律」 
 

 

 

 

伊仙町立犬田布中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊仙町立犬田布中学校 

 
 
 

 
 
 

 

 
校長  田之上 直樹  

今期最大の寒波が到来し，凍える寒さに耐える一週間が過ぎました。 

この季節になると思い出されるのが，英国留学する甥
おい

に宛てて西郷隆盛が書いた手紙のこの一文です。 

耐雪梅花麗 経霜紅葉丹 （雪に耐えて梅
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直訳すると「梅の花は厳しい冬の雪の中に耐えてこそ麗しく咲き，楓
かえで

の葉は幾度の冷たい霜の厳しさ

を凌
しの

いで赤く色づくのである。」という意味です。この一文にこめた西郷さんの真意は，「故郷を離れ，

遠くイギリスで勉強をする甥は，これからつらい思いや苦しい思いをしながら，勉強に励まなければなら

ないだろう。しかし，そのつらさや苦しさを乗り越えることができたときにこそ，梅の花や紅葉のように

鮮やかに自らの色を出せるようになる。だからこそつらさや苦しさをしっかり乗り越えて，勉学に励め」

だったと思われます。 

また，中学一年生の国語では大岡信さんの「言葉の力」では桜の花の例で，桜は冬の間に何もしていな

いわけではなく，冬の寒さに耐えて幹の中にエネルギーをため込み，暖かい春が来たときにそのエネルギ

ーを一気に開花に使うのだ，という話があります。この話はとても素晴らしい話なので，私が中学一年生

の時に教科書に採用され，その後ずっと教材から外されることはありませんでした。 

今も昔も楽な方に楽しい方に流されてしまいがちなのは変わらないようです。また，一度自分で決めた

ことは，どんな苦労があっても自分の強い意志を持って乗り越えなければならないことも変わりません。

梅や楓や桜でさえもつらい，苦しい時期を自分で乗り越えこそ，その鮮やかな色を表出することができる

のです。 

皆さんにはつらいときや苦しいときには，支えてくれる仲間や家族，地域の方々がいると思います。そ

の方々に協力を仰ぎながら，でも自分の負けない意思は強く持って乗り越えていける大人に成長してくれ

ることを期待しています。 

 

 

 

手前味噌のような話になりますが，先日，ＮＨＫスペシャル「“学校”のみらい 不登校 30 万人から

考える」という番組がありました。その中でこれからの学校で求められる取組の大きなものとして，生徒

が教師役で他の生徒に教えたり，自分で知りたいことを自分で学習したり，個別の相談・支援体制が挙げ

られていました。 

犬田布中では，『スモールティーチャー』や『テーマ学習』，『一人一人に寄り添った生徒指導』でど

れもすでに先生方がすでに実践されていました。ＴＶを見ながら先生の努力やそれを根本的な人間性の育

成という面で支えてくださっている家庭や地域の方々の協力に改めて感動と感謝を覚えました。 

これからも，犬田布中は温故知新の体勢で良いものは積極的に取り入れる柔軟さを持って指導に当たり

たいと考えております。今後とも家庭や地域の方々のますますのご支援とご協力をお願いします。 

 

 
 

能登半島地震で被災し，生活に困っている人達のために何かできないかということで，生徒会を中

心に募金活動が行われました。 

その結果，総額２０，００７円の金額が集まりました。日頃のお小遣いやお年玉など自分たちのお

金を快く募金してくれた皆さんのことをうれしく，頼もしく思うとともに，その気持ちが能登の人た

ちに届き，一刻も早い復旧することを願うことでした。 

 

 

 

犬田布中キャッチフレーズ 飛翔の教育 
「心地よいあいさつ」「輝く瞳」「自立」 

ブログアドレス http://ameblo.jp/inutabuchu9206/ 

雪に耐えて梅花麗し 

本校生徒の１月第一週の家庭学習平均時間は，６９.３分でした。（ポ－トフォリオ週間より） 

※ 家庭学習の習慣化として６０・９０運動の実践（中学生は９０分をめやすとする） 

ウチの学校の自慢 

募金へのご協力ありがとうございました。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １日 （木 ）  
特別支援教育西部地区交流学習会（犬田布小）    
徒歩通学強調週間，ポ－トフォリオ週間～２日  

 ２日 （金 ）  
１・２年生「生き方について考える(総合 )」 
公立高等学校推薦入試 

 ３日 （土 ）  田尾旗（野球部）～４日  

 ５日 （月 ）  ※５限授業  

   ７日 （水 ）  
全校朝会            ※水曜ＤＡＹ  
テスト前部活動停止，家庭学習強調週間～15 日 

  ８日 （木 ）  
「生き方講話（道徳 ） 」  
講師：岩元  みさ  氏（走る冒険家 Pon）  

 ９日 （金 ）  Ａ Ｌ Ｔ来校  

１ １日 （日 ）  （祝 ）建国記念の日  

１ ２日 （月 ）  振替休日  

１ ３日 （火 ）  ※５限授業  

１ ４日 （水 ）  学年末テスト（ １日目 ）※４限授業（給食有） 

１ ５日 （木 ）  学年末テスト（ ２日目 ）※４限授業（給食有） 

１ ６日 （金 ）  学年末テスト（ ３日目 ）  

１ ７日 （土 ）  
ジャガイモ収穫（13:00～） 
奄美大会（野球部）～18 日 
南三島大会（男子バレ－部）～18 日 

１ ８日 （日 ）  クリ－ン作戦 

１ ９日 （月 ）  ※５限授業  

２ ０日 （火 ）  
３年生 「授業参観，学級 PTA」  
移動図書館  

２ １日 （水 ）  
全校朝会           ※水曜ＤＡ Ｙ  
ワンダフルタイム（学級専門部会）  

２ ２日 （木 ）  
生徒会専門部会・代議員会  
             ※Ｂ校時掃除カット  

２ ３日 （金 ）  
（祝 ）天皇誕生日  
※予備日：ジャガイモ収穫（10:00～） 

２ ４日 （土 ）  南三島大会（女子バレ－部）～２５日 

２ ６日 （月 ）  ※５限授業  

２ ７日 （火 ）  
１ ・ ２年生 「授業参観，学級 PTA」  
学校運営協議会  

２ ８日 （水 ）  
生徒集会            ※水曜ＤＡＹ  
キャリア教育講演会 （総合 ）  

 

２月の行事予定  

１月の活動から  

西部地区小・中連携推進委員会では，犬田布中学校の定期テストに合わせて西部地
区全小中学校で「家庭学習強調週間」の取組を行っています。学力向上を図るには，
学校の授業で習ったことを定着させるために家庭学習の充実と習慣化が大切です。普
段から本校では家庭学習９０分の定着に向けて取り組んでいますが，毎月のポ－トフ
ォリオの結果では９０分に満たない生徒も見られます。２月７日（水）から１５日（木）
の期間は，学年末テストに向けた今年最後の家庭学習強調週間です。１年の締めくく
りをしっかりした上で，次の段階へ進むことが大事です。御家庭でも再度，この家庭
学習強調週間の意義を御理解していただき，テストに向けた取組をサポートしていた
だきたいと思います。  
 また，徒歩通学強調週間（１月２９日～２月２日）の取組への御理解・御協力も併
せてよろしくお願いします。  

 
 

本年度最後の「家庭学習強調週間」へ向けて 
 

2024「正 月 の 風 景」 

 

  

 

 

「３ 学 期 始 業 式」 

「犬田布中学校入学説明会」 

 

 

 


